
川
山
藤
森繁
美
、同
畠
山
夢
作
、沖
飯
成
田
喜代
志
、石
田
坂
斎
藤
清
蔵
、
戸
 町
、
五
本
松
其
田
豊
一
、南
下
、北
下
 
▲梅
田
地
区
 

詰
秋
田
友次
郎
、桜
田
白
取
三
一郎
、
 沢
間
山
武
美
、豊
成
、中
川
尚
吉
。
 
、
中
下
、工
顧
徳三
郎
、長
坂
、味
噌
上
梅
田
福
士
勝
衛
、憲
田
三
浦
義
雄
 

中
泊
舘
山敬
太
郎
、種
井
高
橋
与
助
、
 ▲松
島
地
区
 

力
沢
山口
繁
治
、東
岩
崎
、西
岩
崎
其
下
梅
田
佐
藤
喜代
四
郎
、
中
泉
神
由
男
 

田
川
奈
良要
作
、新
宮
厚
止
五
郎
、長

吹
畑
対
馬
貞
市
、唐
笠
柳
太
田
修司
、
 田
良
逸
、曙
町
近
藤
七郎
、
興
隆
、
朝
 

橋
川
村
貞次
郎
o
 

、

石
岡
一
戸
賢
次郎
、
水
野
尾
笹
森登
一
日
木
田
茂
作o
 
6

月

3

日
 

 

▲
三
好
地区
 

同
太
田
秀
次
郎
、漆
川
古村
嘉
右
工
門
 
▲七
和
地
区
 

鶴
力
岡
沢田
喜
太
郎
、聞
囲
米
貞
次
郎
太
刀
打
太
田新
太
郎
、
同
、
荒
関
金
四
高
野
今
奮
助
、
同
浅
利
清
四
郎
、
前
 

 

市

職

員
運
動

会
 

同
小
林
繁
氏
、
藻
川
乗田
米
作
、
同
一
郎
、
ー
ノ
坪
、島
谷
寅之
助
、同
山
内
田
野
目
荒
谷慶
一
、同
斎
藤
慶
次郎
、
 市
眼
員
、
家
族
の
慰
安
大
運
動会
は
大

戸
惣
造
、同
、
一
戸武
雄
、同
一
戸富

石
太
郎
 同
小
野
才
太
、芭
蕉
高
僑
多
持
子
沢
山内
惣
古
、羽
野
木
沢
宮崎
弥
月
「
百
午
前
九
時
か
ら
五農
校
グラ
ン

三
郎
、高
瀬
成
田
喜
逸
、福
井
小
笠
原
作
、
金
山
村
田定
次
郎
、同
今
清
作
、
 七
郎
、撃

柳
原
与
四郎
、
同
松
山
与
ド
に
お
い
て
盛大
に
お
こ
な
われ
る
予
 

弥
古
郎
。
 

同
村
田
忠
助
。
 

五
郎
、俸
元
外
崎
松
四郎
o
 

定
で
ある
。
 

A
長
属
地区
 

A
飯
詰
地
区
 

▲
毘
沙
門
地
区
 

な
お
昨
年ま
で
病
院
と別
々
に
お
こ
な
 

前納期間 勢鷺 

1 年 
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0  年 
0年完納 
1 年 
5 年 
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30年完 
1 年 

5 年 
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対
象
者は
昭
和
」
干
五年
一
月
よ
り昭

和
三
十
五
年十
二
月
末
日
ま
で
生
れ
た

幼
児
で
す
。
 

薬
品
代
は
一人
当
り
一回
三
十円
で
す

な
お
時
間
は
各
地
区
と
も
午
後
一時
か

ら
「
蒔ま
で
と
な
つて
お
り
ま
す
。
 

旧
五
所
川
原
、
小
曲
地
区
（
豊
西
北

中
央
病院
小
児
科
）
一
回
目
5
月
2
5日

ニ
回
目6
月
1
2日
、
三
回
目
6
月
2
7日

長
柵
地
区
（
長
柵
診
療所
）
一回
目
5
 

月
あ
日
、
二
回
目
6
月
1
3日
、
三
回
目
 

6
月
2
8日
 

松
島
地
区
（
松島
支
所
）
一回
目
5
月
 

2
9日
、
二
回
目
6
月
1
4日
、
三
回
目
6
 

昭
和
三十

大
年
度
ジ

フ
テ
リヤ

百
日
セ
キ

混
合
ワ
ク

チ
ン
予防

接
種
をつ

ぎ
の
日
程

に
よ
り
実

施
い
た
し
 

ジフテリヤの 

予防接種日程 
ま
す
。
 

六
月
一
日
落
成
式
 溝

が
同
課
内
に
あ
り
、
一
滴唯
濡
 
2
7日
市
議
会
 

同
集
会
所
の
完
成
に
よ
り
いま
ま
で
集
 
第
四
十七
回
定例
市
議
会
は
二
十
七
日
 

事
務
室
と日
本
間
と
そ
れ
ぞ
れ
わ
か
れ
 

」
躍
ー

i
'1
1
コ
 
招
 
集
 

農
繁
期
に
入
月
四
日
 

る
と
毎
年
幼
飯
詰
地区
（飯
詰
診療
所
）
一回
目
5
 

児
の
死
亡
、
 
月
3
0日
、
二
回
目
胃
1
5日
、
三
回
目

ケ
ガ
な
ど
の

6
品

日
 

事
故
が
お
こ
七
和
地区
（
翼
木
沢
小学
校
）
一
回

り
問
題
とな
目
首

6
日
、
ニ
回
目
胃
妬
日
、
三

つ
て
い
る
が
回
目7
月

日
 

こ
の
よ
う
な
界
門
地
区
（
界
門
小
学
校
〕
一
回

事
故
の
寵
目

5
月
3
1日
、
ニ
回
目
首
1
9日
、
三

も
な
く
安
心
回
目7
月
4
口
 

し
て
展
作
業
中
川
地区
（中
川
診
療
所
）
一回
目
6
 

の
で
き
るよ
月
1
日
、
二
回
目
‘
易

日
、
三
回
目

う
市
で
は
今
7
月
5
日
 

年
婦
人
奪
三

好
地
区
（三
露

療
所
）
一
回
目
6
 

の
応
援
を
得
月2
日
、
一両
目
胃

2
1日
、
三
回
目

て
市
内
大
力
所
で
約
二
週
間
季節
保
育

7
月
6
日
 

所
を
開
設
、農
家
の人
A
か
ら
好
評
を
栄
畿

（栄
文
所
）
一回
目
青
7
日

得
て
い
る
o
 

ニ
冒
胃

2
2日
、
三
回
目7
月
7
日

な
お
市
内
元
町
の
家
政
高
校（
校長
舘
梅
沢
地区
（梅
田
斎
）
一
回
目
胃

田
き
ね
氏
）
で
も
究
日
から
二
十
二
8
日
、
二
回
目
胃

2
3日
、
三
回
目
7
 

日
ま
で
生
徒
が
各
地
区
に
奉
仕
、
繋
月

1
0日
 

者
か
ら
爵
さ
れ
て
い
るo
 

全
地
区
都
合
に
よ
り
奥
施で
き
な
か
つ
 

O
小
曲
地
区
（
小曲
貫
所

）
1
5日
開
た
人
は
一
回目
6
月

日
、
二
回
目
6
 

所
、
賛

3
4名
 
月
曾
、

三
回
目
7
月
1
1日
に
市立
西
 

始まる季節保育所 
市内六カ所に開く 

O
栄
地
区
（
専
念
寺）
1
7日
開
所
、幼
北
婁
病
院
小
児
科
お
こ
な
い
ま
す
。
 

鉦
響
一

八
幡
宮
）
1
9
』か
、
議

斌
『
叫

ぶ

f一
 

乳
製
区
（
長
鵬
斎
）
2
0日
盟
〉
ー
ー
油
価
い
一津
〉
 

ー
”
ロ
『
H
H
'
Jー
ー
、
 
ー
ー
 
〈
 

火
意
は
、1
 

(
 

幼
児
釦
名
 

幼
児
釦
名
 

）
 

J'“
目

ー
 
・
！・r
 
)
 

〇
ニ
班山
谷
満
広
（
市
識）
鶴
谷
正
志
 
幼
児釦
ロ
 

（
民生
委
員
）
阿
部芳
五
郎
（人
権
擁
O
飯
詰
地区

…
ー
ー
カ
所
開
設
1
1日
開
所
 

護
委
員
）
 

幼
児
釦
名
、
 

昭和36年 5月25日 「
》
 

n
便
 

一
一
 

梅
田
集
会
所
竣
工
 

8
9坪工
費
一

七
二
万
円
 

ロ
併
愛ま
も
な
く
地
域
住民
が
集
会
所
一
干
日
工事
に
着
手
、こ
の
ほ
どみ
ご

建
設
推
進委
員
会
を
つく
り
市
当
局
に
と
な
集
A
所
が
完
成
した
。
同
集
会所

折
衝
を
つ
づ
け
てき
た
梅
田
集
会
所
は
は木
造
平屋
建
モ
ルタ
ル
塗
で
総坪
数

;．ー
、I
?
A
i
a．・
りA
“・
り・
に・
う・
・
n
・A
」i
り
‘
J
・
？み
・
、三
く
f
L
I
ー
、
・
、
し
「
く
f
・
ー
 

昨
年
三
月
の
市議
会
で
議
決
し
間
十
月
は
八
九
坪工
事
費
は
一
七
二
万
円
で
る
 

精
神
病
棟
完
工
 
郵
祭
等
にも
使
用
で
き
る
三
十
丁敷
の

用
で
き
ると
よ
ろ
こ
る
で
い
るo

 

日
本
間
付
葉
会
所
、
七
坪
の
》
奇事
務
 

係
各
省
に
起
導

で
折
衝
、
同
八
月
未
円
）
で
一部
コ
ンク
リ
ー
ト
造
り
ブロ
 
会所
の
な
か
つ
た
地
元
民
は
今
後
の
公
 招
集
さ
れる
。
 

に
は
編

病
棟
建
馨

の
国
庫
補
助
も
ツ
ク
建
で
内
部は
畳
敷病
量
が
四
室
、
 
民
舘
活
動
、そ
の
他
部
落
集
会
等
に
便
 
提
出さ
れ
る案
件
は
一
般
会
計
才
入
才
 

き
ま
り
、こ
こ
に
工
事
着
手
と
な
つ
た
禾
コ
ンク
リ
1
ト
宵
窒
十
窒
、
呆
浸
窒
 

の
で
あ
る
。
 

四
室
、食
堂
兼
娯
楽
室（
一
豊
敷
）
 
」
と
」

ー
・
，‘
一
 
「
J
 
《
 
、

7
、
J

」
一
 
「
己
 

し
か
し
工
事途
中
に
お
い
て
市
健設
課
一
一
窒
、
浴
窒
、そ
れ
に
グ
ラ
ス
ラ
イ
ト
 
ー
ゴ
ー
 
、
H

，
 

》
 

く
 

．
ノ
 

I

一t
 

 

で
は
工
事
を
よ
り
よ
く
完成
さ
せ
るた

張
リ
ナ
ー
ス
テー
シ
ョ
ン
（看
護
婦
詰
 

め
一
、ニ
月
の
冬
期
間
、
工
事
中
止
命
所
）
ニ
力
所
な
どと
な
つて
い
る
0
 

ロ
末

A、
尺

吋
斗
ー
、
一
 
？
一
 

書

だ
し
た
が
U
U
に
県
内
随
一
を
ほ

な
お
同
病棟
の
落
成
式
は大
月
一
日
 

一
 
《
1
'

B

」
」
一
 「
！
レ、

 
ー
 

こ
る
精
神
病棟
が
完
成
した
。
同
病
棟

後
一
蒔
か
ら薪
築
さ
れ
た
同
病
陳ホ

ー
 

、
仁
ト
 
又
～
」
 
，
一
 （I
、
 

・

の
総
坪
撤
は
四九
〇
坪
工
亭
費は
一
千
 
ルに
旦生
省
展
友
晴
神
衛生
課
艮
を
ひ
 

大
百
五
拾
万
円
（
国庫
補
助八
七
〇
万
か
え
てお
こ
な
わ
れる
予
定
で
あ
る
。
 

き
よ
田
制
の
国
民
年
金
制
度
は
四月
か
 

「
」制
刻
剰
剰
」
ー綱
鋼
禦
灘
一麟
一
 

一
 
担

当
医師
布
施
清
一博
士
 
無
瀞
撫
懲
繊

醸
襲
鷲
」
鷲
醸
 

，
 

い
て
い
ま
す
が
今
後
徹底
的
に
調
査
一
H
4
‘
」
：

J。
リ
H
り
い
『H
に
い
「
 

市
立西
北中
央認
で
は
さ
る
百
か
割
奮
鮎
剖
剖
語
質

一
鑑
”
鉾
墾
舞
 

か
ら
驚
分

院
内
に精
神
科
、神
経
 
ま
す
。
 

》
で
、
一
、二
、
三
月
霞
四
月
末
日
ま
 

氏
 
科
を新
設
、弘大
医学
部綿
医
学
な
んと
い
つて
も
早
期
発
見が
先
決
一
。
永乞
畿
勃
り
，

Jラ
ーi
 

施
 

教
室
か
ら
布施
清
一医
博
をむ
か
え
 
で
、こ
れ
と
子
供
の精
神
医学
に
つ
！
 

」り
内
与

‘
六
 

布
 
診
療
を
は
じ
め
てお
り
ま
すo
 
い
て研
究
に
努
力
した
いと
思い
ま
一巨
ョ
猫
採
わ
パ
＼
」
首
を
 

ョ
 

布
箆
は
北
海
道
釧路
市
の
山身
、
 す
と
語
つ
て
い
るo
 

《
在
月
は
た
喧
唾
医
に
と
m
，
漢
”
 

勲
馴

彩
影
劃

勲
和
神
 
ー
 
ー
 

《
噂
め
る
准
肩

慌
劣
人
は
前
 

r

'
l
事
‘

割
t

、
‘ー
‘
ー
‘
ー
納
と
い
う
方

法
が
あ
り
ま
す
。
 

長
尾
弥
一
郎
、福
岡
噛
正
 
、
若
山

村
寺
町
一
一
戸
徳
蔵
、
大
日
町
、
大
正
 
中
長
冨其
田
男
茶
、下
長
冨
高
柵
元
作
印
紙
を
一
年
分
、あ
る
い
は何
十
年
分
 

谷
満
広
、
大
町
金
川勝
三
、
寺
町
、岩

広
田
鹿
内
清
、同
毛
内
金
五
郎
、
七
ッ
 算
太
田

綱
作
、福
山
太
田次
男
、
同
坂
ノ
上
、用
新
乳井
倉
之
助
、北
新
中

周
沙
門
北
川
弥「
厩
、同
太
田誠
吉
、
 わ
れ
て
い
た
ので
あ
る
が今
年
か
ら
は
 

・

‘
木
町
伊香
常
雄
、新
宮
、
蚕
町

原
清
舘
成
田
酉
造
。
 

平
山
賢
、

杉
派
立
泉
政
一
、野
里
石
町
中
谷
語
、
新
町
、
大
町
和
島
義
直

同
太
田
勇
、
共
栄
佐藤
福
次郎
、
中
市
辞
、

病
院
、
消
防
署
、各
斎

が
 

太
郎
、
本
町
堀
内
貞三
、
布
屋
町
三
上
 
▲中
川
地
区
 

岡
清
次
郎
、
神
山
成
田
一
郎
、松
の
木
伝
助
町
、
下
町
横
山
柾
吉
、上
村
、下

崎
成
田
俊
雄
、上
長
富
山
口
勇
次郎
、
 合
併
して
お
こ
な
わ
れ
る
。
 

こ
の
集会
所
に
は
約二
百
名
が収
容
で

き
る
ステ
1
ジ
付
ホ
ー
ル
の
外
に
冠
婚
 

肥
 
市
で
は
昭
和
三
十
太
年慮
行
政
運絡
員

彩

一
一
三名
を
こ
の
ほど
発
令
した
。
 

ー
 
今
回
の
発
令
は
再
任
八
九
、新
任
二
三

名
モ
れ
に
新
規
地
区
二
名
と
な
つ
て
い

る
。
 

か
司
な
お
栄
地
区
湊
連
絡員
は
一名
委

と
 

な
つ
て
い
る
。
 

今
八
五
郎
、十
川
町
伊
膝正
多
、新
町

▲
五
所
川原
地
区
 

木
村
隆
太
郎
、小
曲
佐
藤秀
雄

、
柏原

錦
町
長
内
唯
大
、幾島
町
岩
谷
吉太
郎

町
岩
谷
卯作
o
A
湊
地
区
 

上
平
井
町
気
田
勝
治
、中
平
井
町岩
舘
湊
平
山
昭
「
廊
、姥
や
ち
平
山
渉太
郎

忠
雄
、
下
平
井
町
千葉
清
隆
、
平
井
町

猫
淵
藤
田
正
三
、三
ツ
谷
岩
淵
久
吉
、
 

山
内
一
晃
、敷
島
町
葛
西
翠
、
旭
町
山
稲
実
山
内
寅
之
助
、同
加
藤
種
次郎
、
 

ー
 

行
政
連
絡
員
を
委
嘱
 

本
年
度
百
十

四
名
へ
 

日
山
城
、
鎌
谷
町
寺
田
清
、弥
生
町角

田
昭
三
、東
町
高
柵
武
一
、川
端
町
平

川
重
次
郎
、
成
田
町
小田
桐
七
郎
、柳

町
小
笠
原
明
、同
高
橋
賢
次
郎
、
元
町

山
上
作
之
進
、
田
町
、栄
町
下
山
金四

郎
、
田
園
調
布
広
瀬
準
一
郎
、
平
和
町
 全

国
的
に精
神
障
害
者
の
数
が
ふえ
社

会
的
に
もい
ろ
い
ろ問
題
と
な
つ
てい

る
が
、西
北
五
地
方
にお
い
ても
約
五

〇
（
）名
の
障
害
者
が
存
在す
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
 

そ
の
うち
約
半
数
が医
学
的
治
療の
必

要
が
ある
に
も
か
か
わ
らす
ほ
どん
と

が
放
置
さ
れ
て
い
る
現
状で
あ
り
、市

と
し
て
も
こ
の
問
題
に
つい
て
い
ろ
い

ろ
検
討
、協
議
し
た
結
果市
立
西
北
中

央
病
院
敷島
分
院
に精
神
刑
棟
を設
け

診
療
科
目に
精
神科
神
経科
を
く
わ
え

総
合
医
療セ
ン
タ
ー
とす
る
こ
と
に
決

定
昨
年三
月
の
第
四十
剛
ル
例
市議
会

に
お
い
てこ
れ
を
議
決
木
格的
に
精
神

病
棟
建設
が
具
体
化
さ
れた
の
で
あ
る

山
内
市
長は
そ
の
後
数回
に
わ
たり
、
 

こ
の
問
題に
つ
い
て
自治
省
そ
の他
関
 

布
 

前納の割り引き額 

A-讐 

〇
三
班
山
内藤
七
（
民生
委
員
）
太
田

良
作
（保
護
司）
高
満タ
カ
（
市議
）
 

〇
四
班
神
重
三
（
保
護
司）
中
村
文
男
 

（
民生
委
員
）
佐
藤
貞
（
全）
 

な
お
こ
ん
ど
の
相
談
日
の
開設
は
五月

三
十
一
日
で
す
、相
談
員
は第
一
班
と

な
つ
て
お
り
ま
す
、ま
た
大月
第
一
週

は
七
日
警
雄
、
襲
一
週
は
十
四日
第

二
班が
そ
れ
ぞ
れ
相談
を
受
け
ま
す
。
 

720 
3670 
26700 

40 
1090 
4030 

51000 24300 
1800一一 1760 
9000 7910 

18000 13970 

幸
せ

つ
く
る
国
民
年
金
 

一
保
険
料
は
こ
う
し

て
 
一

お
さ
め

て
下
さ

い
 

前納しなかつたと 

k張g製曽績けれ 
A 
1200円 
6000 

12000 
63000 

1200 
6000 

15000 

前納額 
B 

170円 
5280 
9310 
23540 
117 
5280 
11330 

第68号 a部2円） 

出
追
加
予
興
新
市
建
設
計
画
の策
定

患
者
輸
送
車購
入
に
つ
い
て
な
ど
十
三

件
が
提
案
さ
れる
。
 

心
配
ごと
相
談
員
を

再
編
成
し
ま
し
た
 

市
社
会
福
祉
協
議会
で
は
こ
のほ
ど
市

の
心
配
ご
と
相
談員
を
つ
ぎ
の
よ
う
に

再
編
成
し
ま
し
た
。
 

〇
一
班
「
王
忠
吉
（民
生
委
員
）
神
吉

太
郎
（
全
）
渋谷
志
郎
（
債
務
調
停
委

員
）
 六

月
塵
芥
処
理
日
程
 

新
宮
町2
5日
、
1
2ら

・
2
4
 幾
島
・
）4

・
1
7・
2
8日
、
敷
島
町5
.
6
.
 

町
、
柏
原
町
1
・
1
4云
・
2
6日
、
上

1
8・
1
9・
2
9・
3
0日
、
旭
町
1
・
2
・

平
井
町
2
・
1
5・
2
6日
、
中
平
井
●

7
・
8
お
・
2
1日
、
大
町
3
・
9
.
 

・

1
6・
2
7日
、
下
平
井
町
（
十
川
町
含2
2日
、
寺
町
4
・
2
3日
、
岩
木
町
4
・
 

ま
と
め
て
買
つ
て
貼る
方
法で
す
が
こ

の
場
合
に
は
割
り引
き
は
あ
り
ま
せ
ん

ま
た
現
金
で
前
払
す
る
方
法
は
「何
年

分
を
前
払
しま
す
」と
い
う
知
事宛
の

申
請
書
を
だ
し
てい
た
だ
け
ば
よ
い
の

で
す
割
り
引
き
の
率は
つ
ぎ
の
表を
ご

ら
ん
く
だ
さ
い
。
 

な
お
申
請
レた
人
で
年
金
手
帳
のと
ど

い
て
い
な
い
人
は
至
急
受
と
り
に
きて

く
だ
さ
い
。
 

旧
五
所
川
原
地
区
は
本庁
民
生
課で
、
 

ま
た
各
地
区
は
文所
で
配
布
し
て
お
り

ま
す
。
 

手
帳
を
う
け
る
時
は
印
鑑
を
忘
れな
い

よ
う
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。
 

1
0・
2
3日
、
川
端
町1
2・
1
3・
1
4、
本

町
5
・
1
1・
2
4日
、
布
屋
町6

・
1
5・

 

1
6・
1
7・
2
5日
、
東
町
1
5・
1
6・
1
7日

弥
生
町
、、

鎌
谷
町7

・
1
8・
2
6日
、
新

町
8
・
1
9・
2
7日
、
柳
町
9
・
加
・2
8
 

日
、
元
町
2
1日
、
田
町
1
0・
凶
日
、栄

町
1
1・
3
0日
、
平
和
町2
2日
 

な
お
塵
芥
運
搬車
（
新
車）
が
入
つ
た

後
は
日
程
の
変
更
をす
る
予
定で
す
。
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て
き
に
ー
カ』
「
か
エ」
 
「
ネK
II
I
』
 
ー
カ
」
の
対
策
 

・
し時
A水
を
かえ
る
 

ロ
ー
タ
リ

ー
ク
」
フ
プ
 五
〇
O
。
円
 
て
く
だ
さ
い
。
 

の
撲
誠
対
策
を記
し
て
み
ま
す
。
 

「
ハ
ェ』
の
対
策
 

〇
汲
取便
所
 

①
開
放
部
分
をな
く
す
る
。
 

③
採
光換
気
窓
に
は金
網
等
を
張
る
 

①
汲
取
ロは
は
め
こ
み
式
ま
た
は
マ
 

ン
ホ
l
ル
式
と
す
る
 

④
落
し
口
に
上
ふ
た
をす
る
 

①
ウ
ジ
が
発
生
し
た
ら
ゾー
ル
剤
、
 

粉
剤
を
ま
く
 

②
h
II、
箱
 

①
躍
芥
お
よ
び
、や
さ
い
、
魚
な
ど
 

の
く
ず
は
別A
な
容
器
に
入
れ
る
 

こ
と
 

①
ゴ
ミ
箱
は
ふ
た
の
あ
る
ち
み
つ
な
 

構
造
と
す
る
 

③
容
器
をお
く
場所
は
コ
ンク
リ
ー
 

ト
打
と
し
台
を
つ
け
下
を
す
か
し
 

て
お
く
 
 

m
下
水
溝
、水
溜
り
 

①
停
濡
して
い
る
汚
泥
をさ
ら
い
、
 

な
が
れ
を
つけ
る
 

①
溝
の
ま
わ
りに
維
草
が
繁
つ
て
い
 

る
場
合
は
協
同
で
刈
る
よ
う
に
す
 

る
 

⑧
水
の
停
滞
して
い
る
場
所
に
乳
剤
 

を
ま
く
こ
と
 

②
防
火
水そ
う
、池
 

①
防
火
水そ
は
か
な
らす
上
ぷ
た
を
 

（
小曲
地
区
よ
り
の一
七
五O
円
含
 

む
）
 

★
物
品
寄
附者
 

洋
 
傘
 

葛
西
 
査
1
1
 

衣
 
料
 
妥

田
 
竜
一
一

衣
料
一
包
 

工
藤
フ
ミ
ユ

夜
具
そ
の
他
五五
点
 
岡
本
 
勝
利

学
用
品
一
包
 
女
子
高
校

生

ノ
ー
トお
よ
び
菓
子
 

利
上
更
新
の手
続
をな
さ
れま
せ
ん〈
 

は
な
はだ
残
念な
が
ら流
質
処
分さ
れ

ま
す
ので
い
ま
す
ぐお
だ
しく
だ
さ
い

①
利
用
者
で
入
質
した
後
に住
所
が
か

わ
つ
た
かた
や
質
札
を
、
な
く
さ
れ
た

か
た
が
あ
りま
せ
ん
か
、住
所
が
かわ

つ
た
り質
札
を
な
く
した
か
た
は
と
り

い
そ
ぎ
ご
運
絡く
だ
さ
い
。
 

も
し
ご
連
絡
がお
く
れ
た
場合
入
質
物

が
他
人
の
ー
 
に醒
さ
れ
た
り
託質
処

分
さ
れ
る
等損
失
を
招
い
ても
公
賛

屋
で
は
責
任を
お
わ
ない
こ
と
に
な
つ

て
い
ま
寸
か
らく
れ
ぐ
れ
も加
」
意
し
て

く
だ
さ
い
。
 

▲
費

処
分
の
実
施
につ
い
て
 
一

公
益
質
屋
で
は
昭
和「
干
五
年大
月
か
 

」
」鍵
輪
鰐
盤
 

い
た
し
ま
す
。
 

‘
●
●
‘
●
‘
●
‘
】
●
●
●
国
●
叫
！
■
．
‘

.
，
■
．
‘
.
'
,
.
.
、

.
．
■
．
■
．
、
 

歳
末

た
す
け
あ

い
 

資
金

の
配
分
報
告
 

毎
年
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
歳
未
た餅
代
な
ど）
ー
九
八
1三
」O
円
 

す
け
あ
い
う
ん
ど
う
に
つ
き

ま
し
て
は
各
施
設
へ
の補
助
金
（
療
育
学
校
の
机
 

市
民
の
み
な
さ
ん
の
暖
か
い
ご

同
情
に
、
椅
子
な
ど）
ー
「
天
二
〇
五
円
 

④
魚
お
よ
びや
さ
い
な
ど
のく
す
を
よ
品
和
一
干
五
年
往
っ
ぎ
の
と
お
 計
 
一

三
四
五三
五
円
 

五
高
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
日
時
お
よ
び
場所
は
後日
公
告
しま
す

い
れ
る
容
器
は
時女
水
洗
を
し清
り
、
あ
つ
ま
り
ま
した
e
pご
報
告
い
残
額
五
〇
九
K
三
円
は
昭
和
三
十
大
年各
斎
地
区
か
ら
寄
附
に
な
つ
た分
は
の
で
わ
み
の
が
しな
い
よ
う
に
して
く
 

深
に
す
る
 

た
し
ま
す
。
 

度
の
歳
未
た
す
け
あ
い
に
あ
て
ま
す
。
 ほ
と
ん
どが
物
品で
あ
り
そ
の
地
区内
だ
さ
い
。
 

⑥
収
集処
理
は
一
通盟
内
に

お
こ
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
した
 
★
寄
磐
 

で
配
分さ
れ
た
が
金
額に
換
算
レた
結
従
来
と
ち
がい
ま
して
本
年度
か
ら所
 

奮
 

厚
く
お
礼
今
し
あ
げ
ま
す
。
 

安
藤
撃
 

五
O
〇
円
果
は
g
の
と
お
り
で
あ
り
ま
すo
 定
の
期日
（
入
質
さ
れ
て
か
ら一
二
〇
 

③
池
に
は
淡
水魚
を
飼
い
溜り
水
と
星
雲
会
少
年
ク
ーフ
ブ
 

し
な
い
こ
と
 

山
多
 

「
ね
ずみ
」
の
対
策
 

山
上
タ
ク
シ

ー
 

①
天
井
、押
入
を
よく
整
理
し
巣を

山
彦
 

つ
く
る
材料
を
なく
ず
る
 
小

山
内
清
文

①
ね
す
み
穴
を
ふさ
ぐ
 

長
沢
伴
則

③
た
べ
の
こ
し
な
ど
ね
す
み
の
餌
な葛
西
順
子

ど
に
な
る
も
の
をな
く
す
る
 

平
山
信
夫

④
薬
剤
、ね
す
みと
り
磯な
ど
で
ね
 こ
だ
ま

す
み
を
退
治
する
 

各
町
内
よ
り
 

一
O
五
〇
円

一
O
〇
円

四
〇
七
O
円

一
〇O
円

一〇
（
）円

一
O
O円

五
O
O円

一
O
〇
。
円

一
〇O
円

二
九
九
九八
円
 

灘
看
護
婦
宿
舎
落
成
 

近
代
設
備
を

誇

る
建
物
 

市
の
三
十
五年
度
建
設
計画
で
あ
つ
た
一
百
西
北中
央
病院
講
堂
に
山内
市
長
部
屋
数
は
七
丁
半
（
三
名
部
屋
）
十
八

市
立
西
北
中
央病
院
看
護婦
宿
舎
は
昨
を
は
じ
め
市
議
会
、病
院
等
関
係
者
多
室
、五
丁半
（
一
一
名
部
屋
）
五
室
のほ

年
秋
か
ら中
央
公民
舘
と
な
り
の
道
場
数
が
出
席
して
落
成
式
をお
こ
な
つ
た
か
二
十
五
丁
間
の
礼
法室
、
モ
れ
に
洗

跡
地
に
総
工
費五
五
O
万
円
で
建
設中
向
宿
舎
は
木
造
モ
ルタ
ル
塗
二
階
建
で
 
濯
場
、
浴
室
等
の
設傭
が
あ
り
現在
約

で
あ
つ
た
が」
万
未
に《震
、
さ
る
十

総
坪
数
は二
三
一
耳
、宿
舎
中
央
の
玄
大
十
名
の
看
護
婦
を
収
容
して
い
る
。
 

関
、
炊
事
場
お
よ
び
会
議
室兼
図
署
室
 
写貢
 
上
 
審
護
婦
宿
舎
 

は
鉄
筋
コ
ンク
リ
ー
ト防
火
講
造と
な
 

中
 
浴室
 

つ
て
い
る
。
 

下
 
部
屋
の
内
部
 

市
の
公
益
質
屋で
は
四月
か
らつ
ぎ
の

と
お
り
条
例
を
改
正
し
み
な
さ
ん
のた

め
の
社
会
福
祉
事業
と
して
低
額
所
得

者
救
済
に
つ
と
め
るこ
と
に
な
りま
し
 イ

、
支
払
郵
便
局
が五
所
川
原
郵
便
局

以
外
の
か
た
は
元
覇金
の
支
払
い
場所

を
五
所
川
原
郵
便
局に
へ
んこ
う
し
て

下
さ
い
。
 

便
所
に
薬
を
仙
用
して
い
ま
募
 

度
地
域
的
に
考
え
運
動の
徹
底
を
は
か
 
①
新
しい
敷
ワ
ラ
を入
れ
る
前
に床
②
支
出
の
部
e
H×
4'
mエ
×
4レ
 

し
て
い
る
三
」O
％
 

る
よ
う
に
した
い
も
ので
す
。
 

に
薬
剤
を
撤
布
す
る
 

た
す
け
あ
い
支
出（
保
護
家
庭
の
正
月
 

い
な
い：
七
O
%
 

.“
ー
 
‘
ー
 
‘
ー

，
《
‘
，

,,
'
.
'
,
"
'
.
'
"
,
,
'
.
l
い
 

「
ね
ず
み
に

」
 
商
工

業
者
の
皆
様
へ

福
音
，
 

 

つ
 
い
 
て
 

猫
を
飼
つ
て
い
ま
す
か
 

い
る
・
・
四
〇
％
 

い
な
い
ー
大O
%
 

家
の
中
で
ね
す
み
をみ
ま
す
か
 

 

長
 

 

期
低
金
利
融
資
開
始
 

県
信

用
保
証
協
会
の
痛

せ
 

 

I

市
民
生課
で
は
『
カ』
『
ハエ
』
『ね
 
大
月
 

少
しい
る
 
二
五
％
 

所
）霊
鎚
競
護
警

？「
っりお
わ
つ
た時
期
 何「
熊
鉢
 

引
 

』
‘」
 
り
、

『
 
流
れ
て
い
る
…
七
 
ハ
ェ
取
紙…
二
五％
 

瞬
 
勲
 

【
二
戒

れ
な
か
舌

ゴ
競
轄

耗
五
％
 

召
 

三
 

（
、
Aマ
 

dノ
 

あ
る
…
二
五
％
 

E
 

了
，
こ
 

一
 
‘』
、
 住
宅
の
昌
に

あ
る
 
な
い
ー
七
五
％
 

の
衛
生
墨
の
実
態
を
調
査
し
た
と
こ
 『
カ』
が
たく
さ
ん
い
ま
す
か
 

五
月
頃

i四
五
％
 

ー
ェ
 
ろつ
ぎ
の
よ
うな
結
果
が
で
ま
した
。
 
い
る

ー
四
o
％
 

何
月
頃
ま
で
いま
し
た
か
 

一
 

「

J
一
一
】
フ
 
、
 （
、
 
少
し

い
る
：
大
O
％
 

十
一
月
：八
〇
％
 

一
 
、
ノL
ー
．
 

t
．
 

昨
年
使用
し
た
薬
品
 

十
一月
…
二
〇
％
 

,
 

蚊
張
を
つ
り
ま
す
か
 

線
香

…
五
O
％
 

一一
、F・
・
、
 
；
“
、
、
ニ
ー
・
一、
 

‘
．」
二
．
一
H
い
‘
．
。
 
ー
．

，
 
三て
‘
マ
 
天
井

に
ハ
エ
の糞
が
つ
い
て
い
ま
すか
 

つ
る

…
一。
O％
 

ア
ー
ス
外；・五
O％
 

・
H
‘
ノ
””
い
n

？
ー
；
.．
一
 

日

賢
を
つ
数
恋

時
湖
く
 
住

宅
の
周
m
乳
識

が
流
れ
てい
ま
 
湾
残

准
瓶
〇

％
 

5
 
1‘

一
 ・
ー
『
 4
4
く
 
、

一
 1
’

l
I‘
一
「zー
プ
，
は
一i
」
」c
 少
し
あ
る

i
一
O
%
 

月
 
2
 

，
ー
，
 

す
か
ー

」
』
 

報
 

広
 

市
 

原
 

カ
・
ハ
エ
の
撲
滅
運
動
 

農
村

の
衛
生

環
境
調
査
 

！
嫁の
ゆ
・
に
たく
さ
ん
 
十
日
以上

i
七
O
%
 

い
ま
す
か
 

便
所
の
汲取
口
に
ふ
た
があ
り
ま
す
か
 

た
く
さ
んい
る
ー
 
あ
る

…
大
五
％
 

七
五
％
 
な
い
…
三

五
％
 

ハ
 エ
に

つ
い
で
『
 

す
か
廿

」
か
昨
年
使
用
し
棄

品
、
 

も
「
 

ゴ
・
霜
の
ふ
た
が
あ
りま
す
か

草
む
ら
：
．九
易
 

あ
る
i五
％
 

湿
地
…
一
〇％
 

な
い
ー
九
五
％
 

ゴ
ミ
箱
を何
日
位
に
処
理
しま
す
か
 

四
日
…
一
一O
%
 

十
日
…
一〇
％
 

、
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